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　平
成
22
年
度
分
事
業

　

平
成
22
年
度
分
事
業
に
つ
い
て
、
お

知
ら
せ
な
ん
た
ん
、
南
丹
市
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
を
活
用
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

広
く
お
伝
え
し
、
皆
さ
ん
か
ら
の
事
業

提
案
を
８
月
20
日
ま
で
募
集
し
ま
し

た
。
募
集
期
間
中
は
、
多
く
の
方
か
ら

問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、
最
終
的
に
20
件
の

事
業
提
案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
提
案
い
た
だ
い
た
事
業
に

つ
い
て
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
審
査
委
員
会

で
の
審
査
を
し
た
上
で
、
交
付
金
交
付

の
可
否
を
判
断
し
ま
す
。

特集　市民提案型まちづくり活動支援交付金制度を創設特集　市民提案型まちづくり活動支援交付金制度を創設

　来
年
度
に
向
け
て
ご
準
備
を
！

　

こ
の
事
業
は
来
年
度
以
降
も
継
続
し

て
実
施
す
る
予
定
で
す
。
す
で
に
活
動

を
さ
れ
て
い
て
活
動
の
内
容
を
広
げ
よ

う
と
お
考
え
の
方
、
地
域
で
何
か
で
き

る
こ
と
が
な
い
か
検
討
中
の
方
な
ど
、

今
年
度
応
募
の
あ
っ
た
左
記
の
提
案
も

参
考
に
し
な
が
ら
、
来
年
度
に
向
け
て

準
備
を
始
め
ま
し
ょ
う
。
質
問
や
相
談

は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
先
　
企
画
推
進
課

℡
０
７
７
１
–
６
８
–
０
０
０
３

（別表）課題設定型事業におけるテーマ
事業の提案から交付金交付までの流れ

南

丹

市
③提案事業の審査

市
民
団
体

⑦提案事業の実施

①提案事業の募集

②事業の応募

④交付金交付の内示

⑥交付金交付決定

⑧事業実績報告

⑨交付金交付

⑤交付金交付申請

区分 提　案　内　容
自由
①

地域の高齢者を集め、脳トレゲームや茶話会を行い、認知
症予防とコミュニケーションを図る。

自由
②

高齢者、障がい者などを対象としたパソコン教室の実施に
向け、パソコン指導者を育成するための講座を開講する。

自由
③

市内にサイクリングで訪れる人々のための休憩所を設置
し、さらなる観光客の増加につなげる。

課題
①

市内で実施の環境保全や環境教育の情報を集約しマップを
作成。市民が参加しやすいよう情報発信を行う。

課題
②

遊休地などを活用し、市民が日替わり店主となりカフェや
バーを開ける仕組みを作り、まちににぎわいをもたらす。

課題
③

幹線道路の美化作業を実施し、道端に花の植栽を行う。観
光客や住民の心を和ませると同時に、景観の保全を図る。

課題
④

大学などとの連携で空き家情報把握のためアンケートを実
施。定住促進窓口の設置や Iターン者との座談会を開催。

課題
⑤

収穫祭などを実施し、四季を通して行う農作業体験、農村
文化伝承の地域連携型のプログラムを試行する。

課題
⑥

中山間地の特徴である深い山と川を生かしたマイクロ水力
発電を市内で実現する可能性を探る。

※交付金の交付が決定した提案内容ではありません。

☆平成 22 年度提案事業（主な提案内容）


